
所沢市議会

No.195
今回の定例会は、

３月

６月９月

12月

2020.8.14
Tokorozawa city council

ところざわ

市議会だより

START★LINESTART★LINE

CONTENTS  －主な内容－
◆令和2年第1回・第2回臨時会・・・P2～3
　新型コロナウイルス対策の議案を審議
◆新たな体制でスタート・・・P4～5
　─委員会の構成をお知らせします─
◆令和2年第2回（6月）定例会・・・P6～15
　ここが気になる ! 19人が一般質問



ところざわ市議会だより

2

第 195 号

【第1回臨時会（4月20日）】

【第2回臨時会（5月13日）】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
早
急
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
第
1
回
臨
時
会
、
第
2
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
1
回
臨
時
会
で
は
市
長
提
出
議
案
4
件
、
第
2
回
臨
時
会
で
は
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
に
か
か
る
事
務
経
費
を
は
じ
め
と
し
た

市
長
提
出
議
案
4
件
と
議
員
提
出
議
案
3
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　　■寄付金を活用して行う所沢元気回復プロジェクト事業　　　　3,660万円

　外出自粛要請等の影響により、活動や事業継続が困難な状況となっている団体等に対し、
給付金の給付などにより活動を支援します。この事業は、ふるさと応援寄付制度による
寄付金を募り、財源の一部とするものです。

　【支援概要】
〇音まち協力ミュージシャンや店舗の支援　　　1,720万円

活動の場が失われている「音楽のあるまちづくり」協力ミュージシャンや店舗を支援
します。

〇商店街の支援　　　1,400万円
経済的な打撃を受けている商店街の運営を支援します。

〇伝統産業の支援　　　40万円
本市の伝統工芸である雛人形を制作する伝統工芸士を支援します。

〇プロスポーツチームとの協働　　　500万円
感染拡大が落ち着いた後、市内プロスポーツチームと協働して、スポーツイベント
を開催します。

　■所沢市市長等の給料の特例に関する
　　条例制定

　令和2年5月から7月までの間、市長、
副市長、教育長、上下水道事業管理者、
常勤の監査委員の給料月額を減額しま
す。

　【減額率】
市　長　30%
副市長　20%
教育長、上下水道事業管理者　15%
常勤の監査委員　10%

　■テイクアウト等事業転換支援事業
　　　　　（所沢元気回復プロジェクト）

3,500万円

　外出自粛要請等の影響により、収入が
激減し、事業継続が困難な状況となって
いる市内の飲食店を支援します。
　新規にテイクアウトや宅配を始める飲
食店を対象に、広告宣伝費やパッケージ
調達費等の事業転換に係る経費を補助す
るとともに、飲食店等の情報を集約した
チラシを作成して全戸配布するなど、情
報発信を行います。

　■“いのちの水”
暮らしと産業支援事業　　　
　  9億5,336万5千円　 
（水道料金免除予定額）

　即効性のある経済的な支援策として、
全ての水道利用者を対象に、2カ月分の
水道料金を免除します。

緊
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審議した主な事業

《令和2年第1回臨時会》
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令和 2 年（2020年）8月14日

議　案 議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

  第50号 専決処分の承認を求めることについて（所沢市税条例の一部を改正する条例） ― 承認する 全会一致

 市長提出
 第51号 専決処分の承認を求めることについて（所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ― 承認する 全会一致

  第52号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第2号） ― 原案可決 全会一致

  第53号 所沢市市長等の給料の特例に関する条例制定について ― 原案可決 全会一致

令和2年第1回臨時会

議　案 議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

  第54号 専決処分の承認を求めることについて（令和2年度所沢市一般会計補正予算（第3号）） 予　算 承認する 全会一致

  第55号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第4号）※ 予　算 原案可決 全会一致

 市長提出 第56号 令和2年度所沢市水道事業会計補正予算（第1号） 予　算 原案可決 全会一致

  第57号 所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条例の一部を改正
する条例制定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  健康福祉 原案可決 全会一致

  第 4 号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書について （国へ提出） ― 原案可決 全会一致

 議員提出 第 5 号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書について （県へ提出） ― 原案可決 全会一致

  第 6 号 新型コロナウイルス感染症対策に関する決議について （市へ提出） ― 原案可決 全会一致

令和2年第2回臨時会

※予算常任委員会で、付帯決議を付しました。
　内容についてはこちらをご覧ください。（5/13会議録の34ページ参照）　→

意見書・決議

審　議　結　果

　第2回臨時会では、新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書2件（国・県に提出）と新型コロナ
ウイルス感染症対策に関する決議1件を、全会一致で可決しました。

議員提出議案第6号　新型コロナウイルス感染症対策に関する決議（本市に対する決議）
（抜粋）

　新型コロナウイルスの感染者が増加し、市民生活や地域経済に多大な影響を及ぼしている。
　このような未曾有の難局に対し、引き続き、状況に応じた対策を迅速かつ的確に講じていく必要がある。
　今こそ「公務員の底力」を発揮して、市において下記の事項を実現されるよう強く要望する。
・市民が「よきふるさと所沢」と心から思えるようにもっとスピード感のある市独自策を講じること。
・医療介護の現場と経営体制を支援し、感染リスクを抱えながら最前線で活動する方へ財政的支援も含めた所沢市独
自の支援策を実施すること。
・「健幸長寿のまち」を実現するために困窮者に対する経済的支援、弱者に対する心のケアを継続的に行うこと。
・売り上げが減少した中小企業、個人事業主、フリーランス等に対する継続的な経済対策を施し、雇用と命を守ること。
・「子どもが大切にされるまち」を実現するために長期戦を覚悟して、国や埼玉県の決定を待たずとも、独自の教育
環境を整備すること。
・今こそ、覚悟を持った財政出動が必要な時であり、ひるむことなく、必要であるならば借金してでも新型コロナウ
イルス感染症対策を実施すべきである。

意見書、決議の全文はこちらをご覧ください。→
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総務経済常任委員会

　令和2年第2回（6月）定例会を、6月5日から25日の

21日間の会期で開催しました。

　初日の6月5日には正副議長選挙を行い、左記のとお

り正副議長を選出しました。また、委員会委員の選任

等を行い、以下のとおり委員会構成が決定しました。

※名前の右の数字は当選回数です。

※議長は常任委員会に所属しません。

市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、商業、農業、観光等に
関することを審査します。

〈委員長から一言〉
　新型コロナウイルス感染症の流行により、当委員会が所管する分野も大きく影響を受けています。所沢市が新たな時代
へと対応できるように目下、今年度は市内経済の状況調査や中核市移行の可能性を調査していく予定です。
◎委員長 ○副委員長 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員

◎委員長 ○副委員長 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員

福原浩昭④
公明党

ふくはらひろあき

健康福祉常任委員会

議会運営委員会

国民健康保険、福祉、保健、医療等に関することを審査します。

〈委員長から一言〉
　市政に対するしっかりとした審査を行っていくとともに、今年度は特に新型コロナウイルスによる生活様式の変化等、
健康福祉を取り巻く環境は様々であり課題も多くありますが、委員の皆さんと取り組んでいきます。

平井明美⑨
日本共産党

ひら い あけ み

青木利幸③
自由民主党

あお き としゆき

◎委員長　中村　　太　　○副委員長　松本　明信
　矢作いづみ　　佐野　允彦　　石原　　昂　　城下　師子
　長岡　恵子　　亀山　恭子　　粕谷不二夫　　石本　亮三
　杉田　忠彦　　福原　浩昭

予算常任委員会
◎委員長　亀山　恭子　　○副委員長　中　　毅志
　矢作いづみ　　佐野　允彦　　石原　　昂　　平井　明美
　末吉美帆子　　粕谷不二夫　　石本　亮三　　杉田　忠彦
　谷口　雅典　　村上　　浩

城下師子⑥
日本共産党

石原　昂②
自由民主党・
無所属の会

いしはら たかし しろしたのり こ

長岡恵子①
立憲民主党

ながおか こけい

天野　敦①
日本共産党

あま の あつし

粕谷不二夫②
自由民主党

かす や ふ じ お

新たな体制でスタート ─ 委員会の構成をお知らせします─

石本亮三④
立憲民主党

いしもとりょうぞう

西沢一郎④
公明党

にしざわいちろう

大舘隆行④
自民クラブ

おおだちたかゆき

中村　太⑤
至誠自民
クラブ

なかむら とおる

秋田　孝⑥
至誠自民
クラブ

あき た たかし

入沢　豊③
自由民主党・
無所属の会

いりさわ ゆたか

越阪部征衛⑥
自由民主党

お さか べ せい え

浅野美恵子⑤
至誠自民
クラブ

あさ の み え こ
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市民文教常任委員会

■議長就任の挨拶
　このたび、第66代所沢市議会議長に就任いたしました。
　少子高齢化や人口減少、昨今の新型コロナウイルス感染拡大防止対策など、
市政を取り巻く喫緊の課題が山積みであり、議会の役割は今後ますます増大す
るものと実感しております。
　こうしたなか、所沢市議会では、議会基本条例を制定してから11年の歳月
が経過し、さらなる議会改革に向けて新たなテーマに取り組んでおります。
　なかでも通年議会に関しては、先進自治体への視察を行い、多くの時間を
費やし議論を重ねてまいりました。
　また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策での経験を活かし、議会業務
計画（議会BCP）を策定し、組織体制や議員の行動基準等を早急に定める
ことが必要であると考えます。
　議長として、最大の懸案事項になっている通年議会導入を成し遂げ、二元
代表制としての役割を果たしてまいります。
　市民の皆様には、ご指導、ご鞭撻ならびに一層のご協力を賜りますよう、
心からお願い申し上げます。

文化芸術、地域づくり、小中学校の教育、公民館、図書館等に関すること
を審査します。

〈委員長から一言〉
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、市内の小中学校及び幼稚園等では様々な課題があるなかで、今期、
当委員会では、これらの課題解決と市民サービスの向上へつながる取り組みを精一杯行ってまいります。

こん どう てつ お

すえ よし み ほ こ

建設環境常任委員会 道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、環境対策、ごみ対策
等に関することを審査します。

〈委員長から一言〉
　新型コロナウイルス感染症は、戦後最大の人類の危機とも言われておりますが、同様に地球温暖化といった「気候危機」
も乗り越えていくべき重大な課題です。今後も議案審査などを通じ、足元から環境負荷の低減を目指してまいります。

松本明信③
自由民主党

まつもとあきのぶ

谷口雅典③
至誠自民
クラブ

たにぐちまさのり

議会改革に関する特別委員会
◎委員長　越阪部征衛　　○副委員長　島田　一隆
　矢作いづみ　　　石原　　昂　　　川辺　浩直　　
　荻野　泰男　　　松本　明信

広聴広報委員会
◎委員長　浅野美恵子　　○副委員長　川辺　浩直
　天野　　敦　　　佐野　允彦　　　小林　澄子
　末吉美帆子　　　入沢　　豊　　　青木　利幸
　石本　亮三　　　谷口　雅典　　　西沢　一郎

第66代議長

近藤　哲男③
（自由民主党・無所属の会）

佐野允彦①
自由民主党・
無所属の会

さ の みつひこ

川辺浩直①
公明党

かわ べ ひろなお

荻野泰男④
至誠自民
クラブ

おぎ の やす お

島田一隆③
立憲民主党

しま だ かずたか

矢作いづみ⑤
日本共産党

や さく

第67代副議長

末吉美帆子④
（立憲民主党）

亀山恭子③
公明党

かめやまきょうこ

末吉美帆子④
立憲民主党

すえよし み ほ こ

中　毅志⑤
自由民主党

なか たけ し

杉田忠彦④
至誠自民
クラブ

すぎ た ただひこ

村上　浩⑤
公明党

むらかみ ひろし

大石健一④
自由民主党・
無所属の会

おおいしけんいち

植竹成年③
公明党

うえたけなりとし

小林澄子⑤
日本共産党

こ ばやし こすみ

◎委員長 ○副委員長 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員

◎委員長 ○副委員長 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員
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10
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21
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願
】  

1
件

【
議
員
提
出
議
案
】  

3
件

　
　 議

案
審
議

すべての議案を可決・同意しました

これからの時代に、全国一律のICT環境の整備が急務であることから、高速大容量の通信ネットワークと1人に1台端末を一体的に
整備し、多様な子供たちを誰一人取り残すことのない公正に個別最適化された学びを全国の学校現場で持続的に実現させるものです。

市長提出議案のおもな内容
寄付金控除の規定を創設します 学習者用コンピュータ1人1台の整備を行います

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外出自粛要請
の影響を受け、開催中止となった文化芸術やスポーツイベ
ントでチケットの払い戻しを受けない場合、その金額分を
寄付とみなし、個人市民税の寄付金控除の対象とする規定
を創設します。
［対象期間］
　令和2年2月1日～令和3年1月31日

Ｑ 個人市民税の寄付金控除の対象は、どれぐらいの規模
のイベントを想定しているのか。

Ａ 何千人以上のイベントでなければならないといったこ
とはなく、数名単位でも、払い戻し制度があるイベントは
対象となる。

（お問合せ先：市民税課　☎2998-9064）

議案第66号 所沢市税条例等の一部を改正する条例制定
 について

議案第61号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第6号）
 学習者用コンピュータ整備事業  2,514万3千円

　1人1台の学習者用コンピュータを整備することとしてい
る、文部科学省が策定した「GIGAスクール構想　」に沿っ
て、全ての小中学校に学習者用コンピュータを整備します。
【国庫補助】
　導入台数の2/3（1台につき上限45,000円）

Ｑ 1人1台の学習者用コンピュータを整備するに当たり、
どのように活用していくのか。

Ａ 鉛筆やノートと同様に、道具の一つとしてコンピュー
タを使いこなすことで、情報活用能力を育み、一人一人の
子供の創造性を伸ばす。また、コンピュータが、家庭での
活用や不登校等の子供の学びを保障する手立ての一つとな
るよう検討していく必要もある。

（お問合せ先：教育センター　☎2923-2396）
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「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」の施行に伴い、住民票を有する全ての方に12桁の
番号をお知らせするために発行された紙製のカードです。

休みやすい環境を整備します 通知カード廃止後もマイナンバーカードの申請を継続します

監査委員の選任に同意 林地内の市道路線を認定します

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、労働者が
感染した場合に、仕事を休みやすい環境を整備するため、
労働者に対する傷病手当金を支給します。

Ｑ新型コロナウイルスに感染された方に、手当金の支給
に関する情報を直接届けるような周知ができないか。

Ａ 周知方法としては、市ホームページ、ほっとメール、
ポスター、チラシなどが考えられる。支給対象者は、新型
コロナウイルスに感染した方、又はその疑いがあり仕事を
休まれている方に絞られるので、お知らせが届くよう有効
な手段を考えていく。

（お問合せ先：国民健康保険課　☎2998-9131）

議案第71号 所沢市国民健康保険条例の一部を改正する
 条例制定について

議案第82号 監査委員選任の同意を求めることについて
 大石　健一　議員
 （自由民主党・無所属の会）

議案第83号 監査委員選任の同意を求めることについて
 青木　利幸　議員
 （自由民主党）

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
議案第101号 固定資産評価審査委員会委員選任の同意を
 求めることについて
 小林　美奈子　氏
 （上安松・再任）

議案第102号　固定資産評価審査委員会委員選任の同意を
 求めることについて
 川端　實　氏
 （くすのき台三丁目・再任）

　入間市と共同で事業を進めている上藤沢・林・宮寺間
新設道路のうち、所沢市林地内の2工区部分を市道路線と
して認定します。

Ｑ 林運動場の一部が道路用地と重複するが、今後の見通
しを伺いたい。

Ａ 地域の利用団体から運動場存続の要望が出されている。
こうした要望を踏まえ、現在、設立準備会や市の関連部署
との協議を行っている。

（お問合せ先：建設総務課　☎2998-9171）

議案第75号 市道路線の認定について

議案第68号 所沢市手数料条例の一部を改正する条例制定
 について

　「住民基本台帳法」と「行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律」の一部
改正に伴い、手数料を徴収する事項や区分、金額の改
正を行います。

Ｑ 個人番号を通知する「通知カード　」が廃止されたが、
自分の個人番号を知るためにはどうしたらよいのか。

Ａ 本人が申請した場合に限り、住民票に個人番号を記載
することが可能である。なお、マイナンバーカードのおも
て面には記載されている。

（お問合せ先：市民課　☎2998-9087）

人事関係 市長提出議案のおもな内容

市長提出議案のおもな内容
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第 195 号

子どもの基本的人権を国際的に保障するために定められた条約で、生存、発達、保護、参加という包括的な権利を実現・確保する
ために必要な具体的事項を規定しており、1989年の国連総会で採択され、日本では1994年に認められました。

議員提出議案

請願1件を審議、採択しました 農業委員会委員の任命に同意

意見書を2件提出しました さらなる議会改革を推進するために

請願第1号 児童の権利に関する条約を促進する
 研究・議論を求める請願

議員提出議案第8号 選択的夫婦別姓制度の法制化
 に関する意見書
　「夫婦同姓制」のもとで改姓によって築き上げたキャリ
アが中断することにより、海外流出や不便に堪えながら事
実婚を選ぶ夫婦が増えている。選択的夫婦別姓制度導入に
向けた機運は大きく高まっており、議論を進め、適切な法
的選択肢を用意することは政府及び国会の責務である。
　よって国に対し、法制化に向けて議論を促進するととも
に関係法令の審査を積極的に進めるよう強く求める。

議員提出議案第9号 オンライン本会議の実現に必要となる地方
 自治法改正を求める意見書
　総務省は地方議会について、委員会運営は地方議会にお
ける意思決定によってオンライン化は可能との見解を発出
したが、本会議でのオンライン化が実現できなければ議会
運営上の利点は限定的なものとなる。
　よって、国においては、非常時には地方議会の判断で本
会議運営をオンライン会議などの手段による遠隔審議及び
議決を可能とする主旨で地方自治法を改正するよう強く要
請する。

議員提出議案第7号 議会改革に関する特別委員会の
 設置
　議会改革に関する調査・研究を行うため、7人の委員で
構成する「議会改革に関する特別委員会」を設置します。

　　議会改革に関する特別委員会
　　　◎越阪部征衛　（自由民主党）
　　　〇島田　一隆　（立憲民主党）
　　　　矢作いづみ　（日本共産党）
　　　　石原　　昂　（自由民主党・無所属の会）
　　　　川辺　浩直　（公明党）
　　　　荻野　泰男　（至誠自民クラブ）
　　　　松本　明信　（自由民主党）

　　◎…委員長　〇…副委員長

議案第84号～議案第100号
　農業委員会の委員任命の同意を求めることについて

池田　正巳　氏（下安松・再任）
越阪部　勲　氏（牛沼・新任）
水村　英紀　氏（糀谷・新任）
栗原　　茂　氏（中富・新任）
川口　　浩　氏（北岩岡･再任）
池田　　稔　氏（城・再任）
本橋　与志喜　氏（三ケ島一丁目・再任）
石井　　一　氏（下富・新任）
糟谷　裕義　氏（山口・新任）
石井　　進　氏（三ケ島五丁目・再任）
大舘　浩一　氏（北野一丁目・新任）
増田　貴雄　氏（北秋津・新任）
内野　喜昭　氏（荒幡・再任）
見澤　幸一　氏（日比田・新任）
鈴木　浩之　氏（亀ケ谷・新任）
越阪部　一　氏（牛沼・新任）
新井　祥穂　氏（東京都世田谷区池尻四丁目・再任）

請 願 人事関係

請願審査の内容はこちらをご覧ください。  ➡（令和2年6月18日の会議録）

意見書の全文はこちらをご覧ください。  ➡

【要旨】
　我が国は「児童の権利に関する条約　」を1994年に批
准しています。現在「児童の権利に関する条約」に反する
出来事が多く、子どもが不遇な環境に置かれています。
　市民と行政で多くの子どもに纏わる意見を拾える第三者
機関を設けて、研究・議論する機会を創生していただきたい。

Ｑ 市では、民間、行政、事業主の代表、労働者の代表、
公募など、様々な立場の委員で構成された「子ども・子育
て会議」で、子ども、子育てに関して協議する場があるが、
これでは足りないのか。

Ａ 現状の制度の中で議論されていくことも、大切なこと
ではあるが、この議論の場で収まらない子供の課題もたく
さんある。これらを拾い上げていける場を作っていただき
たい。

ひ

まつ

じゅん
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令和 2 年（2020年）8月14日

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

番　号 件　　　　　名 付託委員会 結　　果

議案番号 議　案　件　名 結　　果

 第58号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第5号） ─ 原案可決 全会一致

 第59号 令和2年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第1号） ─ 原案可決 全会一致

 第60号 所沢市介護保険条例の一部を改正する条例制定について ─ 原案可決 全会一致

 第61号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第6号） 予　　算 原案可決 全会一致

 第62号 令和2年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第1号） 予　　算 原案可決 全会一致

 第63号 令和2年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 予　　算 原案可決 全会一致

 第64号 令和2年度所沢市病院事業会計補正予算（第1号） 予　　算 原案可決 全会一致

 第65号 所沢市一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について 総務経済 原案可決 全会一致

 第66号 所沢市税条例等の一部を改正する条例制定について 総務経済 原案可決 全会一致

 第67号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉 原案可決 全会一致

 第68号 所沢市手数料条例の一部を改正する条例制定について 市民文教 原案可決 全会一致

 第69号 所沢市督促及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例制定について 総務経済 原案可決 全会一致

 第70号 所沢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉 原案可決 全会一致

 第71号 所沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉 原案可決 全会一致

 第72号 所沢市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について 総務経済 原案可決 全会一致

 第73号 所沢市街づくり基本方針改定委員会条例を廃止する条例制定について 建設環境 原案可決 全会一致

 第74号 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について 総務経済 可　　決 全会一致

 第75号

 第77号 
市道路線の認定について 建設環境 可　　決 全会一致

 第78号 市道路線の廃止について 建設環境 可　　決 全会一致

 第79号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第7号） ─ 原案可決 全会一致

 第80号 所沢駅西口・公共施設整備工事（その5）請負契約締結について ─ 可　　決 全会一致

 第81号 所沢市立山口中学校既存擁壁改修工事請負契約締結について ─ 可　　決 全会一致

 第82号

 第83号 
監査委員選任の同意を求めることについて ─ 同意する 全会一致

 第84号

 第100号 
農業委員会の委員任命の同意を求めることについて ─ 同意する 全会一致

 第101号

 第102号 
固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて ─ 同意する 全会一致

市長提出議案（45件）

令和2年第2回（6月）定例会 審議結果

 第 7 号 議会改革に関する特別委員会の設置について  原案可決 全会一致

 第 8 号 選択的夫婦別姓制度の法制化に関する意見書について  原案可決 全会一致

 第 9 号 オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求める意見書について  原案可決 全会一致

議員提出議案（3件）

 第 1 号 児童の権利に関する条約を促進する研究・議論を求める請願 健康福祉 採　択 全会一致

請　　願（1件）

～

・

～

・
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所沢市議会では、市に関する様々な課題を調査・研究し、解決策を模索する取組み
「所管事務調査」を行っています。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、3月2日から5月31日まで市内の小・中学校が一斉休業と
なりました。このことを受け、市民文教常任委員会では6月18日に委員会を開催し、教育委員会による
「新型コロナウイルス感染防止対策」の、これまでの取り組みや今後の対応について調査しました。

ポ イ ン ト

〈授業・学習支援・行事関係について〉

Ｑ小学1年生や中学1年生は、慣れない学校生
活で、登校することが嫌になってしまう子供も
いると思うが、学習指導は学校ごとの判断で進
めていくことになるのか。

Ａ教育課程の編成は各学校で行いますが、学
校に慣れることを最優先に学習を進めるとする
基本方針を各学校に周知しています。小学1年生
は「小1スタートカリキュラム」を活用し、中学
1年生については「中1ギャップ」に十分配慮し
ながら進めていきます。

〈給食センターのエアコン〉

Ｑ給食センターにはエアコン設備がないため、
夏場の給食提供は食中毒の危険性があるとのこ
とだが、労働環境の改善も含め、施設内の空調
整備を進めるべきではないか。

Ａ給食センター施設は老朽化しており、新た
な空調整備は難しいと考えていますが、スポッ
トクーラーや扇風機などの設置は順次進めてい
ます。なお、自校給食調理場については、エア
コン整備の検討を行っています。

〈教室のエアコン〉

Ｑ子供たちの命を守るため、新型コロナウイ
ルス感染防止対策として、教室の窓を全て開け
て、換気をしながらエアコンを使用するといっ
た、今の状況に合った新しい運用指針を作成す
る予定はないのか。

Ａ現在の方針を暫定的に運用するのか、新し
い生活様式を取り入れたものにするのか、しば
らくは状況を見定めていきます。

主 な 質 疑

所管事務調査の詳細は
令和2年6月18日の会議録をご覧ください➡

子供たちの未来を考え

の調査を行いました
新型コロナウイルス感染防止対策
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令和 2年（2020年）8月14日

〈図書館〉

Ｑ図書館では、新型コロナウイルス感染防止
対策はどのような取組みを行っているのか。

Ａ来館者と職員が接する貸出カウンターには、
飛沫感染防止用のビニールシートを設置してい
ます。また、学習スペースも同様にパーテーシ
ョンを設置して感染防止対策を行っています。

〈スポーツ振興〉

Ｑ中学校総合体育大会が中止となり、運動部
の活躍の場や吹奏楽部などの文化部も演奏や作
品を披露する機会を失っている。3年生のために
市独自の大会やイベントの開催は検討している
のか。

Ａ運動部に関しては、交流試合等の実施を検
討しています。文化部についても、音楽の大会
や合唱コンクールの開催に向けて、教科担当や
主催者と話し合いを進めています。

〈提言内容〉
　新型コロナウイルス感染拡大防止に向けて、所沢市教育委員会では、国、埼玉県の要請を踏まえ、令和2
年3月2日から市内の小・中学校を一斉に臨時休業とした。
　臨時休業に伴い、市内の小・中学校における卒業証書授与式及び入学式には、少人数・短時間と縮小体制
での開催とし、そして授業の再開については、6月1日より分割登校を始めた。また、学校給食の提供につ
いては、6月15日より簡易給食の提供が開始となった。その他、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、
図書館やスポーツ施設等でも大きな影響を受けているところである。
　所沢市教育委員会は、これまで経験したことがない課題解決に取り組まれているところで、これら市内の
学校教育及び教育施設における取り組みは、6月18日に開催した市民文教常任委員会の所管事務調査のなか
で明らかになり、児童・生徒へのさらなる支援が必要であると委員全員が認識したところである。よって、
当委員会として下記のとおり提言する。

記

１　夏場の授業において、天候や気温等の状況に応じた積極的なエアコンの活用と新たな運用指針の策定を
検討すること。
２　学校給食における食中毒対策として、給食センターや自校給食調理場の空調設備等の整備を推進し、安
心な給食の提供を検討すること。
３　長期的な臨時休業に伴い、精神的に不安定となった児童・生徒と保護者への相談や支援、教職員への負
担軽減策を図ること。
４　3密状態となっている放課後児童クラブ等への取り組みとして、関係部署との連携を図り、各学校の余
裕教室の有効活用と環境整備を検討すること。

所管事務調査の結果
新型コロナウイルス感染拡大防止対策に伴う小・中学校の臨時
休業の影響で、様々な不安や悩みを抱える児童・生徒へのさら
なる支援を検討することなどを提言しました。

教育委員会に提言書を渡しました
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と
連
携
し
て
実

施
し
て
き
た
発
熱
外
来
や

P
C
R
検
査
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
検
査
体
制
を
強
化
し
、

発
熱
症
状
の
あ
る
患
者
が

滞
り
な
く
受
診
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
と
調
整
を
図

っ
て
い
く
。
ま
た
、
感
染

症
に
関
す
る
重
要
な
情
報

を
い
ち
早
く
正
確
に
市
民

に
提
供
で
き
る
よ
う
、
保

健
所
や
県
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

第
2
波
へ
の
備
え
を

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

Ｑ
児
童
・
生
徒
の
登
校

に
不
安
を
訴
え
る
保
護
者

が
い
る
が
、
教
育
委
員
会

で
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
。

A
文
部
科
学
省
の
通
知

に
よ
り
、
6
月
か
ら
の
学

校
再
開
に
当
た
り
、
保
護

者
が
児
童
・
生
徒
を
通
わ

せ
た
く
な
い
と
希
望
し
た

場
合
、
欠
席
さ
せ
た
い
事

情
や
登
校
へ
の
不
安
等
を

聞
い
た
上
で
、
学
校
が
講

じ
る
感
染
症
対
策
を
改
め

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

学
校
の
方
針
に
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い

く
。
そ
の
上
で
、
登
校
し

な
い
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
校
長
が
判
断
し
た
児

童
・
生
徒
は
欠
席
扱
い
と

せ
ず
、
出
席
停
止
扱
い
と

す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
再
開

保
護
者
の
不
安
解
消
を

立憲民主党
島田　一隆

Ｑ
市
内
企
業
に
対
し
、

市
民
の
積
極
的
な
採
用
を

呼
び
か
け
る
取
組
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

A
市
で
は
、
国
や
県
と

の
共
催
や
開
催
協
力
で
実

施
す
る
合
同
企
業
面
接
会

や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職

相
談
等
に
よ
り
就
労
支
援

の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

合
同
企
業
面
接
会
に
は
市

内
企
業
の
参
加
が
あ
り
、

市
民
が
地
元
企
業
に
就
職

す
る
機
会
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
雇
用
情
勢
に

も
変
化
が
生
じ
て
く
る
と

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
企
業
の
状
況
把
握
を

行
い
な
が
ら
、
市
民
の
採

用
に
つ
い
て
も
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
の

雇
用
確
保
に
つ
い
て

日本共産党
天野　敦

Ｑ
市
内
の
介
護
施
設
と

の
意
見
交
換
や
実
態
調
査

の
実
施
に
つ
い
て
見
解
を

伺
い
た
い
。

A
市
が
指
定
す
る
介
護

施
設
が
大
幅
に
増
加
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

と
懇
談
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
所
沢
市
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
連
絡
協
議

会
を
通
じ
た
相
談
等
に
は

対
応
し
て
い
き
た
い
。
コ

ロ
ナ
に
係
る
休
業
や
自
粛

の
状
況
は
、
事
業
所
よ
り

随
時
報
告
を
受
け
て
お
り
、

実
態
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。
運
営
に
か
か
る
実
態

調
査
は
、
国
に
お
い
て
介

護
職
員
の
処
遇
状
況
調
査

な
ど
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
結
果
に
よ
り
施
設
の

状
況
を
確
認
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
高
齢
者
施
設
の

支
援
に
つ
い
て

日本共産党
小林　澄子

こ
こ
が
聞
き
た
い
！質

問

一
般

質

問
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令和 2 年（2020年）8月14日

武蔵野坐令和神社（むさしのにます うるわしき やまとのみやしろ）建築家の隈研吾氏がデザインし、国文学者の中西進氏により 「COOL JAPANの社として、武蔵野のヤマトの神様
をお招きし、恵の花を大きく育てること」という願いを込めて命名。一般社団法人アニメツーリズム協会によるアニメ聖地88の一番札所となり、スタンプ式の御朱印が設置される予定。

Ｑ
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ

タ
ウ
ン
に
建
設
さ
れ
る
武

蔵
野
坐
令
和
神
社
　
、
観

光
拠
点
の
西
武
ド
ー
ム
や

狭
山
湖
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
商
店
街
、
駅
な
ど

を
巻
き
込
み
、
御
朱
印
め

ぐ
り
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

が
実
現
で
き
れ
ば
、
市
内

の
回
遊
性
が
図
ら
れ
る
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た

い
。

A
市
内
の
観
光
拠
点
の

回
遊
性
の
向
上
は
、
観
光

振
興
に
お
い
て
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
市

内
の
観
光
拠
点
を
つ
な
ぐ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催

な
ど
は
、
市
内
の
回
遊
性

向
上
の
た
め
に
有
効
な
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

至誠自民
クラブ
秋田　孝

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
し
、
保
健

所
の
役
割
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
中
核
市
、
あ
る
い

は
保
健
所
政
令
市
と
い
っ

た
選
択
肢
も
含
め
、
現
時

点
で
所
沢
に
保
健
所
を
設

置
す
る
こ
と
の
見
解
は
。

A
県
、
市
の
い
ず
れ
の

設
置
で
あ
っ
て
も
、
保
健

所
の
役
割
は
市
民
の
健
康

と
良
好
な
衛
生
環
境
を
保

つ
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

が
、
県
の
設
置
で
は
管
内

連
携
を
深
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
市
の
設
置
で
は

独
自
の
取
組
み
が
進
め
ら

れ
る
。
中
核
市
へ
の
移
行

と
保
健
所
設
置
の
検
討
は

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、

市
民
の
保
健
衛
生
に
お
い

て
何
が
よ
い
の
か
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
引
き
続

き
考
え
て
い
き
た
い
。

所
沢
に
保
健
所
の
設
置
を

日本共産党
荒川　広

Ｑ
所
沢
に
深
い
縁
が
あ

る
三
ヶ
島
葭
子
の
足
跡
を

全
国
的
に
広
め
る
た
め
に

も
、
C
O
O
L
　
J
A
P

A
N
　
F
O
R
E
S
T
構

想
の
ま
ち
づ
く
り
で
生
か

す
取
組
を
検
討
で
き
な
い

か
。A

C
O
O
L
　
J
A
P

A
N
　
F
O
R
E
S
T
構

想
で
は
、
民
間
の
発
信
力

に
よ
っ
て
所
沢
市
の
歴
史

や
伝
統
文
化
な
ど
の
魅
力

を
、
市
内
外
、
そ
し
て
国

外
に
も
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
三
ヶ
島
葭
子
は
、

所
沢
の
文
化
に
足
跡
を
残

す
歌
人
で
も
あ
り
、
そ
の

作
品
や
生
涯
は
、
所
沢
市

の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

日本共産党
平井　明美

Ｑ
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
つ
で
あ
る
ご
み
収

集
が
滞
る
こ
と
が
な
い
体

制
づ
く
り
と
感
染
者
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
は
。

A
一
連
の
清
掃
業
務
が

滞
れ
ば
、
市
民
生
活
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
深
く
認
識
し
て
い
る
。

4
月
以
降
、
収
集
業
務
に

従
事
す
る
職
員
を
東
所
沢

和
田
に
あ
る
収
集
管
理
事

務
所
と
林
に
あ
る
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
2
カ

所
に
分
散
し
て
配
置
す
る

こ
と
で
、
感
染
の
影
響
が

最
小
限
に
な
る
よ
う
予
防

措
置
を
講
じ
て
い
る
。
仮

に
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
は
、
庁
内
で
の
人
的
応

援
や
委
託
事
業
者
と
協
力

連
携
に
よ
り
、収
集
業
務
が

滞
り
な
く
行
え
る
よ
う
リ

ス
ク
対
策
を
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ご
み
収
集
を

安
定
的
に
継
続
す
る
た
め
に

公明党
川辺　浩直

Ｑ
個
人
情
報
保
護
に
つ

い
て
は
受
託
者
の
責
務
と

し
て
規
定
し
て
い
る
が
、

情
報
漏
え
い
や
毀
損
の
防

止
等
の
具
体
的
な
対
策
を

伺
い
た
い
。

A
作
業
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

教
育
の
徹
底
、
I
D
カ
ー

ド
に
よ
る
事
務
セ
ン
タ
ー

へ
の
入
退
室
管
理
、
事
務

ス
ペ
ー
ス
へ
の
携
帯
電
話

の
持
ち
込
み
禁
止
な
ど
の

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
デ

ー
タ
管
理
と
し
て
は
、
情

報
が
特
定
で
き
な
い
よ
う

に
世
帯
情
報
や
添
付
書
類

と
い
っ
た
画
像
デ
ー
タ
等

の
暗
号
化
、
パ
ソ
コ
ン
の

利
用
を
ス
タ
ッ
フ
個
別
の

I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
で
管

理
す
る
な
ど
、
情
報
漏
え

い
の
抑
止
対
策
が
と
ら
れ

て
い
る
。

定
額
給
付
金
の
業
務
委
託

個
人
情
報
保
護
の
対
策
は

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

Ｑ
東
西
連
絡
道
路
開
通

後
、
初
め
て
米
軍
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
飛
来
し
た
。
航

空
機
か
ら
の
落
下
物
も
危

惧
さ
れ
、
市
民
の
頭
上
を

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
行
し

降
下
す
る
状
況
は
な
く
す

べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

A
東
西
連
絡
道
路
を
含

め
市
道
に
近
接
し
て
い
る

場
所
で
、
米
軍
の
航
空
機

が
訓
練
を
行
う
こ
と
に
不

安
を
抱
く
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
る
。
こ
の
度
の

件
は
5
月
25
日
に
北
関
東

防
衛
局
を
通
じ
て
「
人
口

密
集
地
域
及
び
公
共
の
安

全
に
関
わ
る
建
造
物
等
の

上
空
を
避
け
て
飛
来
す
る

こ
と
は
、
合
衆
国
航
空
機

の
標
準
的
な
慣
行
で
あ

る
」
と
い
う
日
米
合
同
委

員
会
の
合
意
事
項
を
遵
守
、

徹
底
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

東
西
連
絡
道
路
の
安
全
確
保
を

日本共産党
矢作いづみ

くまけん ご なかにしすすむ

き
　
そ
ん

所
沢
お
も
し
ろ
散
歩御

朱
印
め
ぐ
り

ご

し
ゅ
い
ん

三
ヶ
島
葭
子
の
功
績
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
取
り
組
み
を

よ
し
こ
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キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の導

入
拡
大
を

Ｑ
現
時
点
で
ど
の
よ
う

な
支
援
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

A
小
学
1
年
生
は
、
幼

児
期
の
教
育
と
小
学
校
教

育
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
さ

せ
る
た
め
、
市
独
自
で
作

成
し
た
小
1
ス
タ
ー
ト
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
活
用
し
、

学
校
生
活
に
慣
れ
、
安
心

し
て
学
べ
る
こ
と
を
最
優

先
に
指
導
に
当
た
っ
て
い

る
。
小
学
6
年
生
と
中
学

3
年
生
は
、
進
路
等
の
指

導
に
も
配
慮
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
状

況
を
把
握
し
、
少
人
数
指

導
や
習
熟
度
別
の
学
習
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

複
数
の
教
科
の
学
習
内
容

を
関
連
さ
せ
て
指
導
す
る

視
点
で
指
導
計
画
の
見
直

し
も
行
い
、
学
び
の
保
障

を
図
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
1
・
小
6
・

中
3
へ
の
支
援
に
つ
い
て

「一人一人はかけがえのない存在であり、誰もが夢や希望を持てるようにしたい」「自分も友達も大切にしてほしい」という2つの願いを子供たちに伝え
ていくことを目指すものです。教育委員会では、市内中学校での3年連続の痛ましい事案を受け、これ以上繰り返してはならないという強い思いととも
に、私たち大人が子供たちの自己肯定感を育み、生き抜く力を伸ばすことが必要であると考え、本プロジェクトを立ち上げました。

Ｑ
南
小
学
校
は
、
所
沢

小
学
校
に
次
ぎ
2
番
目
に

児
童
数
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
所
沢
駅
西
口
市
街
地

再
開
発
事
業
で
建
設
さ
れ

た
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入

居
す
る
子
供
た
ち
は
、
南

小
学
校
に
通
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
南
小
学
校
区
域

に
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
を

強
く
求
め
る
が
、
見
解
を

伺
い
た
い
。

A
再
開
発
事
業
な
ど
に

よ
り
児
童
が
急
増
す
る
地

域
で
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
民
設
民
営
児
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
対
応
し

て
い
る
。
南
小
学
校
区
域

に
つ
い
て
も
、
令
和
3
年

度
に
新
設
す
る
た
め
の
予

算
を
計
上
し
て
お
り
、
今

後
は
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

南
小
学
校
区
域
に

児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
を

至誠自民
クラブ

浅野　美恵子

Ｑ
流
産
や
死
産
を
さ
れ

た
方
に
対
し
て
心
身
共
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

A
流
産
や
死
産
の
経
験

は
、
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ

が
大
き
く
、
心
の
ケ
ア
や

心
身
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
切

で
あ
り
、
相
談
に
は
保
健

師
や
助
産
師
が
本
人
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら

対
応
し
て
い
る
。
支
援
を

行
う
な
か
で
、
本
人
の
気

持
ち
が
次
の
妊
娠
に
向
い

た
時
に
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
う
心
身
を
整
え
る

た
め
の
講
話
や
ヨ
ガ
を
取

り
入
れ
た
「
妊
活
入
門
講

座
」
を
案
内
し
て
い
る
。

今
後
も
同
様
の
講
座
を
実

施
す
る
な
ど
心
身
の
サ
ポ

ー
ト
に
努
め
て
い
き
た
い
。

個
々
の
状
況
に
応
じ
た

妊
産
婦
へ
の
ケ
ア
を

立憲民主党
長岡　恵子

日本共産党
城下　師子

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
、
市
税
等
の
納
付

以
外
に
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
拡
大
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

A
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
は
、
職
員
の
収
納
処
理

の
効
率
化
や
数
え
間
違
い

等
の
防
止
に
つ
な
が
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
民
間
で

の
導
入
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
方
に
と
っ
て
身
近

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。
市
の
証
明

書
の
交
付
手
数
料
等
を
支

払
う
際
の
一
つ
の
選
択
肢

と
な
れ
ば
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
、
先
行

自
治
体
の
導
入
結
果
を
検

証
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

A
子
供
た
ち
の
自
己
肯

定
感
を
高
め
、
生
き
抜
く

力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
教

員
の
授
業
力
や
学
級
経
営

力
を
向
上
さ
せ
る
指
導
、

支
援
を
し
て
い
く
と
と
も

に
、
子
供
た
ち
自
身
に
働

き
か
け
、
子
供
た
ち
が
未

来
を
主
体
的
に
生
き
抜
く

力
を
伸
ば
し
て
い
く
。
現

在
各
学
校
で
は
、
教
職
員

も
子
供
た
ち
も
感
染
予
防

対
策
と
教
育
活
動
の
両
立

と
い
う
前
例
の
な
い
状
況

の
も
と
、
一
人
一
人
が
力

を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
よ

う
と
尽
力
し
て
い
る
。
子

供
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
、

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
組
に
つ
い
て

自由民主党
越阪部征衛

至誠自民
クラブ

荻野　泰男

Ｑ
特
別
定
額
給
付
金
な

ど
、
市
か
ら
の
通
知
が
D

V
の
加
害
者
に
送
付
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
の
か
。

A
特
別
定
額
給
付
金
の

D
V
等
に
よ
る
被
害
者
へ

の
給
付
事
務
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
か
ら
通
知
さ
れ
て

い
る
「
配
偶
者
の
暴
力
を

理
由
と
し
た
避
難
事
例
に

お
け
る
特
別
定
額
給
付
金

関
係
事
務
処
理
の
運
用
」

に
基
づ
き
、
被
害
者
か
ら

の
申
請
に
適
切
に
対
応
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
補
助

金
等
の
申
請
に
つ
い
て
も
、

法
令
や
国
・
県
の
通
知
に

基
づ
き
、
関
係
部
署
が
連

携
し
て
適
切
な
対
応
を
行

っ
て
お
り
、
加
害
者
側
に

送
付
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

引
き
続
き
部
局
間
、
職
員

間
の
情
報
共
有
に
努
め
て

い
く
。

D
V
被
害
者
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に

立憲民主党
石本　亮三
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Ｑ
暑
く
て
我
慢
で
き
な

い
場
合
は
、
児
童
・
生
徒

に
呼
び
か
け
て
、
マ
ス
ク

を
外
し
や
す
い
取
組
を
行

う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

A
各
学
校
で
は
、
教
室

の
室
温
を
適
切
に
管
理
し

た
上
で
、
授
業
中
に
適
宜

休
憩
を
取
っ
て
、
児
童
・

生
徒
、
教
職
員
も
マ
ス
ク

を
外
し
て
水
分
補
給
を
し

て
い
る
。
体
育
の
授
業
で

は
、
間
隔
を
十
分
に
確
保

し
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
活

動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
児
童
・
生
徒
が
限
界

ま
で
暑
さ
を
我
慢
し
な
い

よ
う
、
教
職
員
が
目
を
配

り
、
声
掛
け
を
行
う
よ
う

学
校
へ
の
注
意
喚
起
を
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。

Ｑ
現
状
と
今
後
を
見
据

え
た
連
携
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
2
波
、
第

3
波
に
向
け
て
、
国
・
県

で
は
患
者
の
急
増
を
前
提

と
し
た
医
療
体
制
の
整
備

が
図
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、

医
療
崩
壊
の
危
機
に
直
面

す
る
と
な
れ
ば
、
医
療
体

制
を
整
備
す
る
役
割
を
持

つ
県
が
、
隣
県
や
自
衛
隊

へ
の
協
力
要
請
を
行
う
も

の
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で

も
県
に
対
し
て
は
必
要
な

こ
と
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
要
望
し
て
き
た
の
で
、

今
後
、
防
衛
医
科
大
学
校

病
院
へ
の
協
力
要
請
の
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
迅
速
か
つ
強
力

に
要
望
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
大石　健一

Ｑ
C
O
O
L
　
J
A
P

A
N
　
F
O
R
E
S
T
構

想
に
基
づ
く
、
駅
舎
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
の
概
要
を
伺
い

た
い
。

A
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ

タ
ウ
ン
の
整
備
に
連
動
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

駅
舎
の
外
壁
を
先
行
し
て

進
め
、
11
月
頃
ま
で
に
は

完
成
の
見
込
み
で
あ
る
。

そ
の
後
、
駅
舎
内
部
の
コ

ン
コ
ー
ス
の
工
事
を
進
め

る
。
駅
舎
の
外
観
は
、
木

と
文
化
の
融
合
と
し
て
、

「
本
＋
本
棚
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
も
の
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
緑
化
に
よ
る
日
除

け
に
変
更
す
る
な
ど
、
市

が
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と

し
て
掲
げ
る
、
自
然
や
文

化
に
も
調
和
す
る
デ
ザ
イ

ン
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

至誠自民
クラブ
杉田　忠彦

J
R
東
所
沢
駅
の
駅
舎

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

マ
ス
ク
着
用
時
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

Ｑ
議
会
日
程
が
早
く
分

か
れ
ば
、
傍
聴
に
行
き
や

す
く
な
る
よ
ね
。
早
く
日

程
を
知
る
方
法
は
な
い
の

?A
議
会
の
招
集
は
市
長

が
行
い
、
開
会
7
日
前
ま

で
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
、
議
会
は
議
会
運

営
委
員
会
を
開
き
、
議
会

日
程
を
決
定
し
ま
す
。
開

会
予
定
日
は
市
議
会
だ
よ

り
に
、
議
会
日
程
は
議
会

運
営
委
員
会
で
決
ま
り
次

第
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

み
み
丸
の
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
!

―
市
議
会
定
例
会
の
日
程
が

早
く
知
り
た
い
!
―

みみ丸

Topics!
　議会をより身近なものに感じていただけるよう、議員が直接、議会情報を市民の皆さんに報告・説明すると
ともに、いただいたご意見を市政に反映させるため、議会報告会を開催します。

【内容】 1. 令和2年第3回（9月）定例会の報告・質疑応答
 2. 市政全般に対する意見交換

【日時・会場】 11月14日（土）13：30～　小手指まちづくりセンター
 11月18日（水）19：00～　市役所3階全員協議会室

市制施行70周年記念　議会報告会を開催します

新型コロナウイルス感染拡大の状況により、中止又は内容を変更する場合があります。
市議会HPやほっとメールで最新情報をご確認ください。
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№
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2
0
2
0
年
8
月
14
日
発
行

できないことを嘆くより、
　　　　　　　　今の自分にできることをやる
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次の定例会は 9 月 1 日（火）から開催予定です。

学
生
の
頃
、

盆
踊
り
が

大
好
き
だ
っ
た
。

「
東
京
音
頭
」「
炭

鉱
節
」
は
今
で

も
踊
れ
る
。
太
鼓
の
音
、
屋
台
の

匂
い
。
平
和
な
日
常
を
取
り
戻
し

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　（
末
吉
）

　

年
よ
り
静
か
な
夏
。「
夏
祭
」

で
の
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

歓
声
に
屋
台
の
い
い
匂
い
。
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
、
来
年
は
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
で
す
ね
!

（
川
辺
）

ロ
ナ
禍
が
ま
だ
く
す
ぶ
り
、

活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の

せ
い
で
打
撃
を
受
け
た
方
々
の
一

助
と
な
る
た
め
、
暑
い
中
で
も
走

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
佐
野
）

　
広
聴
広
報
委
員
会

◎
浅
野
美
恵
子
　
〇
川
辺
　
浩
直

　
天
野
　
　
敦
　
　
佐
野
　
允
彦

　
小
林
　
澄
子
　
　
末
吉
美
帆
子

　
入
沢
　
　
豊
　
　
青
木
　
利
幸

　
石
本
　
亮
三
　
　
谷
口
　
雅
典

　
西
沢
　
一
郎

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

小

例コ

発
行
…
所
沢
市
議
会
／
編
集
…
広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先
…
議
会
事
務
局
（
0
4
‐
2
9
9
8
‐
9
2
5
6
）

〒
3
5
9
‐
8
5
0
1
　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
1
番
地
の
1

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く
人たちをご紹介します。今回は、県立所沢北
高校チアダンス部の卒業生チーム「CHEEKYS」
のキャプテンとして、チームの全米初制覇に貢
献した圓谷真奈美さんにお話を伺いました。

Ｑ＆Ａ
聴かせて！聴かせて！

19所沢から輝け!!

チ　―　キ　ー　ズ

つぶ らや

チアダンス……スポーツチームの応援を先導するチアリー
ディングの中のダンス部分を独立させた競技。
チア（cheer）とは、励ます・勇気づけるという意味。

　
所
沢
北
高
校
チ
ア
ダ
ン
ス
部
「
J
e
l

l
y
s
」
の
卒
業
生
に
よ
る
大
学
生
・
社

会
人
混
合
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
C
H
E

E
K
Y
S
」
は
、
2
0
0
6
年
か
ら
活
動

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
、
全
日
本
チ
ア
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会
で
2
0
1
2
年
か
ら
8

年
連
続
優
勝
、
2
0
1
7
年
、
2
0
1
9

年
の
全
米
大
会
で
も
優
勝
す
る
な
ど
、
日

本
を
代
表
す
る
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
で
あ

る
。┃

C
H
E
E
K
Y
S
の
強
さ
の
理
由
は
。

　
高
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
北
久
保
み
ゆ

き
コ
ー
チ
指
導
の
も
と
、
演
技
だ
け
で

な
く
、
チ
ア
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
一
貫
し

た
道
徳
的
な
教
え
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

「
C
H
E
E
K
Y
S
」
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

に
向
け
る
言
葉
や
チ
ー
ム
へ
の
愛
情
は
、

他
の
チ
ー
ム
に
負
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

演
技
の
凄
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
だ
け
で
は
な
い
、
心
の
温
か
さ
や
チ
ー

ム
メ
イ
ト
同
士
の
つ
な
が
り
が
、
一
番
の

強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

┃
2
0
1
7
年
に
全
米
初
制
覇
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
苦

労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
当
時
の
チ
ー
ム
に
は
メ
ン
バ
ー
が
40
人

い
ま
し
た
。
他
の
チ
ー
ム
は
20
人
ぐ
ら
い

で
す
が
、
C
H
E
E
K
Y
S
は
選
抜
を
し

ま
せ
ん
。
演
技
の
際
、競
技
エ
リ
ア
か
ら
、

は
み
出
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
の
人
数
な
の

で
、
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し

ま
し
た
。

1994年、所沢市生まれ。松井小学校、東中学
校、所沢北高校を卒業後、実践女子大学在学中
にチアダンスチーム「CHEEKYS」に所属し、同
チームが全米大会で初優勝した時はキャプテン
を務めた。現在はチアダンスエンターテインメ
ント集団にて活躍中である。

┃
成
長
で
き
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

　
も
と
も
と
自
分
の
気
持
ち
を
積
極
的
に

言
え
る
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、コ
ー
チ
や
先
輩
か
ら
背
中
を
押
し
て

も
ら
え
た
こ
と
で
心
が
解
放
さ
れ
、勇
気

を
出
し
て
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
に
な
れ
た
こ
と
が
、私
の
成
長
で
す
。

┃
圓
谷
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い

き
た
い
こ
と
は
。

　
こ
れ
ま
で
は
仕
事
と
チ
ア
を
両
立
し

な
が
ら
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
競

技
と
し
て
の
チ
ア
ダ
ン
ス
は
一
旦
お
休

み
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
集
団

「
D
R
E
A
M  

W
O
N
D
E
R
L
A
N
D
」

で
、
チ
ア
ダ
ン
ス
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
が
融
合
し
た
世
界
を
表
現
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
競
技
で
学
ん
だ
自
分
の
ダ
ン

ス
を
見
つ
め
直
し
、
今
ま
で
発
見
で
き
な

か
っ
た
も
の
を
探
し
な
が
ら
、
大
好
き
な

ダ
ン
ス
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ジ
ェ

リ
ー
ズ

ド

リ

ー

ム

　

　

ワ

ン

ダ

ー

ラ

ン

ド
CHEEKYS  Facebook　→

夏


